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★サービス券★
チャ
ンス

7月1日、2日、3日、4日の4日間限り有効
このサービス券と満点カードで800円の
お買物ができます。

ありだハッピーカード会

発　行　所
紀州有田商工会議所
郵便番号　６４９－０３９８
和歌山県有田市箕島 33-1
電話　　８３−４７７７㈹
発 行 部 数  　７，０００部

１部 １００円

印刷者：株式会社　協 和

でも
ご覧になれます。

未生流
 市川生花教室 300円

（1）

司鈑金塗装工業所
　有田市山地10-2 ☎0737－83－4109

コンピューター調色システムカラボ導入店
自動車鈑金塗装

車のキズ・ヘコミ
見積サービス中!!

®
 

商標登録 
 

あ な た の ブ ラ ン ド を 守 り た い 

INPIT 和歌山県知財総合支援窓口 
〒640-8033 和歌山市本町二丁目 1 番地フォルテワジマ６F 

TEL.０７３‐４８８‐３２５６ 

「商標登録」に関するあらゆる悩み

（調査・出願・権利化の仕方）を 

いつでも無料で相談できます！ 

お問合せは 
こちら 

しませんか？屋 号 

ロゴマーク  

商品名 

E-mail:unitec21@uenoyama-toko.com
詳しくはhttps://uenoyama-toko.com 

0120－34－1162

塗料が変わる、世界が変わる超微粒子の世界

株式会社  上 野 山 塗 工 所
ナノテクノロジー ナノコンポジットＷ

ISO450 0 1

トチノ保険事務所 TEL 0737-82-1409（栩野 嘉之）
栩野　嘉之
有田市箕島33-1 紀州有田商工会議所2階
TEL 0737-82-1409

（募集代理店）
アフラック和歌山支店
和歌山市友田町4-123 紀陽東和歌山ビル5階
TEL 073-422-6101

（引受保険会社）

塗装・看板塗装・看板
paint  & s ignpaint  & s ign

宮崎バイパス通り
☎23－8515 / 82－6072

第
一
三
二
回
通
常
議
員
総
会
開
催

令
和
四
年
度
事
業
報
告

今、経営に悩みをかかえていませんか？商工会議所経営指導員が相談に応じます。
問い合わせ先:紀州有田商工会議所　ＴＥＬ:８３－４７７７

紀州有田商工会議所
相談及びセミナー参加ご希望の方は、当所までご連絡くださいＴＥＬ：８３－４７７７

７月３日㈪ ・１０日㈪
１８日㈫・２４日㈪ ・31日㈪ 

経営窓口相談
いずれも午後１時～３時

相談員　経営指導員
創業・融資・労務管理など
経営の諸問題についてご相談
をお受けします

７月 １０日㈪
午後１時～３時

労 務 相 談
相談員　経営指導員

労働時間、就業規則、時間
外協定等労働に関する相談
及び各種助成金の相談

７月１１日㈫
午後１時～４時

夏期金融相談会
場所：紀州有田商工会議所
相談員：日本政策金融公庫

担当者
運転資金が必要な方、設備
資金の必要な方はご相談く
ださい。

※詳しくは、商工会議所まで

よろず 支 援 拠 点
商品開発・企画相談会
開催日：７月１2日㈬
　　　　１３時～１６時

WEBに関する出張相談会
※相談無料、事前予約

＊申込、問合せは商工会議所へ

事業承継・引継ぎ
出 張 相 談 会
事業承継・引継ぎ支援セン
ターによる出張相談会を開
催します。

開催日：７月2６日㈬
　（毎月第4水曜日）

時　間：１３時～１６時
※秘密厳守、相談料無料

無料登記相談会
開催日：７月 １２日㈬

１３時～1５時

相談員：宮本ひふみ
司法書士事務所

宮本ひふみ 氏

※相談無料、事前予約制
＊申込、問合せは商工会議所へ

７月１０日㈪・２４日㈪
いずれも午後１時～３時

記帳・税務相談
場所：紀州有田商工会議所
簡易帳簿、複式記帳の付け
方（パソコン会計含む）や
税務に関する相談をお受け
します。

7月11日㈫
午後１時～３時

メンタルヘルス対策相談
場所：紀州有田商工会議所
相談員：村上 寿美子 氏
・職場のうつ病対策
・セクハラ、パワハラ
・メンタルヘルス教育研修
・求職者への職場復帰支援
・心の健康づくりに関するご相談
※専門の産業カウンセラーが相談
をお受けします。

７月１１日㈫
午後１時～３時

年金・助成金相談
場所：紀州有田商工会議所

相談員：村上寿美子
社会保険労務士

年金、助成金に関するご相談

窓口相談・セミナー等7月

─民話・伝説─
No.117こんな話が残っています

く
い
ん
で
お
母
さ
ん
に
し
ら

せ
よ
う
。」
あ
わ
て
て
家
に

帰
り
、
お
母
さ
ん
に
知
ら
せ

て
か
ら
隣
の
お
ば
さ
ん
に

も
、「
お
ば
さ
ん
早
く
お
き

な
、
大
水
で
す
よ
」「
え
っ
、

大
水
っ
て
」「
う
ん
大
水
だ

よ
」
こ
う
い
っ
て
起
こ
し
て

あ
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
、
ナ
タ
ネ
、
米
、
麦
、

ト
リ
、
牛
、
ウ
サ
ギ
、
は
き

も
の
を
全
ぶ
高
い
所
に
上
げ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て

み
ん
な
早
よ
早
よ
二
階
に
上

り
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
「
さ
あ
一
緒

に
ご
飯
に
し
よ
う
」「
僕
食

べ
た
な
い
、
土
手
を
見
は
っ

て
い
る
か
ら
」「
切
れ
た
ら

知
ら
せ
て
よ
」
二
階
で
六
人

が
ご
飯
を
食
べ
よ
う
と
し
た

と
き
、「
お
母
さ
ん
土
手
が

切
れ
た
よ
」「
見
て
み
」「
あ

あ
真
だ
」
土
手
が
切
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
七
人
が
う
ち
の

屋
根
か
ら
隣
の
屋
根
二
ｍ
程

の
所
を
飛
び
こ
え
ま
し
た
。

隣
の
お
ば
さ
ん
が
落
ち
た

の
で
、
六
人
で
つ
な
で
引
き

上
げ
ま
し
た
。女
の
子
が「
家

が
流
れ
て
る
よ
」
と
言
っ
た

の
で
見
る
と
僕
と
こ
の
家
が

流
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
僕
た
ち
の
乗
っ

た
家
も
流
れ
、
乗
っ
て
い
た

人
は
泣
き
出
し
ま
し
た
。
中

筋
の
所
ま
で
く
る
と
、
家
が

バ
ラ
バ
ラ
に
砕
け
て
し
ま
い

僕
は
角
柱
を
つ
か
ん
で
流
れ

ま
し
た
。
新
町
の
信
用
組
合

の
前
を
通
る
と
二
階
か
ら

「
し
っ
か
り
せ
え
よ
ー
」
と

し
こ
っ
て
く
れ
た
の
で
、
手

を
上
げ
ま
し
た
。

流
れ
て
行
く
と
、
さ
っ
き

の
三
人
と
あ
い
ま
し
た
。
四

人
は
タ
タ
ミ
を
拾
っ
て
そ
の

上
に
乗
っ
て
流
さ
れ
ま
し

た
。
む
こ
う
に
保
田
橋
が
見

え
ま
し
た
。
僕
た
ち
は
保
田

橋
は
こ
と
な
く
過
ぎ
ま
し
た

が
、
安
諦
橋
で
ま
き
こ
ま
れ

七・一八水害体験談　須谷
宮
原
小
学
校　

六
年堀

川　

護

三
日
も
続
い
て
雨
が
降

り
、
四
日
目
の
朝
（
七
月

十
八
日
）
僕
は
兄
さ
ん
と
土

手
へ　
「
も
し
か
し
た
ら
大

水
が
出
て
る
ね
」「
う
ん
ぜ
っ

た
い
大
水
が
出
て
る
よ
」「
ほ

ん
と
う
か
え
、
兄
さ
ん
」
そ

う
話
合
い
な
が
ら
走
っ
て
水

を
見
に
行
き
ま
し
た
。

す
る
と
も
う
土
手
の
き
わ

ま
で
水
が
来
て
い
ま
し
た
。

「
兄
さ
ん
ど
う
し
よ
う
。
早

当
商
工
会
議
所
（
川
端
隆
也
会
頭
）
は
、
第
一
三
二
回
通
常
議
員
総
会
を
六
月

二
十
八
日
に
㈱
橘
家
で
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
川
端
会
頭
の
挨
拶
の
後
、
令
和
四
年
度
事
業
報
告
書
（
案
）
及
び

収
支
決
算
書
（
案
）
等
を
審
議
、
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

新
制
度
対
応
・
経
理
業
務
効
率
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー　
ご
案
内

最
低
賃
金
に
関
す
る
要
望
を

和
歌
山
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
へ
提
出

総
括
的
概
要

令
和
四
年
度
の
我
が
国
経

済
は
、
長
く
続
い
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
よ

う
や
く
収
ま
り
、
社
会
経
済

活
動
は
緩
や
か
な
回
復
傾
向

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

世
界
的
な
脱
炭
素
化
の
流
れ

や
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
世
界
同

時
的
な
回
復
、
さ
ら
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
の
長
期
化
に
よ

る
影
響
が
加
わ
り
、
我
が
国

経
済
は
三
十
年
ぶ
り
の
物
価

上
昇
率
に
直
面
し
ま
し
た
。

会
員
事
業
所
に
お
い
て
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や

原
材
料
費
の
高
騰
に
よ
る
影

響
が
非
常
に
大
き
く
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
き

ま
し
た
。

当
市
に
お
い
て
は
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
㈱
和
歌
山
製
油
所
の
石

油
精
製
機
能
の
停
止
発
表
か

ら
、
新
し
い
航
空
燃
料
（
Ｓ

Ａ
Ｆ
）
の
製
造
を
進
め
る
と

の
取
り
組
み
を
始
め
と
し

て
、
有
和
中
学
校
の
完
成
、

有
田
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
開

通
、
箕
島
南
北
道
路
の
建
設

着
工
等
次
世
代
に
向
け
た
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
年
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
当
所
と

し
て
は
、
和
歌
山
県
・
有
田

市
の
コ
ロ
ナ
支
援
対
策
の
申

請
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と

と
も
に
、
経
済
活
動
の
復
活

支
援
策
と
し
て
、
バ
イ
ロ
ー

カ
ル
事
業
や
こ
だ
わ
り
逸
品

物
産
展
、
有
田
ふ
る
さ
と
う

ま
い
も
ん
ま
つ
り
等
を
開
催

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

以
下
、
令
和
四
年
度
実
施

事
業
に
つ
い
て
主
な
も
の
を

報
告
す
る
。

⑴
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
で
は
、

国
の
事
業
復
活
支
援
金

の
申
請
支
援
機
関
と
し

て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
に
必

要
な
事
前
確
認
を
実
施
、

令
和
三
年
か
ら
継
続
し
、

計
二
五
五
件
の
申
請
を

支
援
し
た
。
ま
た
、
和
歌

山
県
の
飲
食
・
宿
泊
サ
ー

ビ
ス
業
等
支
援
金
（
第

四
期
、
五
期 

計
二
一
一

件
）
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
た
。

⑵
「
有
田
の
魅
力
と
う
ま
い

も
ん
」
を
テ
ー
マ
に
十
一

月
六
日
㈰
有
田
川
ふ
る
さ

と
の
川
総
合
公
園
（
南
岸
）

に
お
い
て
、「
第
二
十
回
有

田
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も
ん

ま
つ
り
」
を
三
年
ぶ
り
に

開
催
。
本
年
は
国
の
補
助

事
業
（
環
境
に
配
慮
し
た

持
続
可
能
な
周
遊
観
光
促

進
事
業
）
を
活
用
。
有
田

の
食
材
を
利
用
し
た
グ
ル

メ
コ
ン
テ
ス
ト
（
二
十
七

店
参
加
）、
ふ
れ
あ
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
ダ
ン
ス
、
楽
器
演

奏
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
や
大
道
芸
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
様
々
な
催
し
を

実
施
し
、
約
八
，
〇
〇
〇

人
の
来
場
者
で
賑
わ
う
楽

し
い
一
日
を
創
造
し
た
。

⑶
第
四
十
一
回
商
工
祭
を
十

月
八
日
㈯
有
田
市
文
化
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
新

規
就
職
者
激
励
会
及
び
会

員
企
業
に
勤
め
る
優
良
従

業
員
三
十
七
名
（
十
年
表

彰
十
一
名
、
二
十
年
表
彰

二
十
名
、
三
十
年
表
彰
五

名
、
四
十
年
表
彰
一
名
）

の
表
彰
、
優
良
商
店
・
事

業
所
二
十
事
業
所
の
表

彰
、
永
年
役
員
・
議
員
五

名
の
表
彰
を
行
っ
た
。

　
　

ま
た
、第
二
部
と
し
て
、

記
念
講
演
会
を
開
催
。
講

談
師
の
玉
田
玉
秀
斎
氏
を

講
師
に
迎
え
、『「
講
談
師

か
ら
学
ぶ
渋
沢
栄
一
」
～

「
論
語
と
算
盤
」
か
ら
学

ぶ
経
営
の
哲
学
～
』
の
公

演
を
聴
講
し
た
。

⑷
小
規
模
事
業
者
の
販
売
促

進
や
新
規
設
備
導
入
の
資

金
と
し
て
国
の
「
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
」

の
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
、
十
五
件
申
請
し
、
九

件
採
択
さ
れ
た
。

⑸
有
田
市
独
自
の
補
助
金
で

あ
る「
創
業
支
援
補
助
金
」

の
申
請
を
十
二
件
、「
魅

力
動
画
等
製
作
補
助
金
」

の
申
請
を
五
件
行
い
、
す

べ
て
が
採
択
さ
れ
た
。

⑹
経
営
改
善
普
及
事
業

と
し
て
、
融
資
の
貸
付

一
億
五
，
八
五
〇
万
円
、

税
務
申
告
延
べ
三
三
一
件

の
相
談
指
導
、
労
働
保
険

事
務
委
託
三
一
四
事
業
所

の
年
度
更
新
指
導
。
そ

の
他
、
定
期
相
談
一
二
四

回
、集
団
指
導
（
講
習
会
）

を
配
信
し
、
地
元
商
品
の

魅
力
等
を
発
信
、
認
知
度

向
上
を
図
っ
た
。

⑽
「
制
度
改
正
等
の
課
題
解

決
環
境
整
備
事
業
」「
事

業
環
境
変
化
対
応
型
支
援

事
業
」
を
実
施

⑾
事
業
所
の
求
人
活
動
、
地

元
事
業
所
へ
の
雇
用
促
進

を
は
か
る
た
め
「
第
十
二

回
有
田
就
職
フ
ェ
ア
」
を

十
二
月
六
日
有
田
市
文
化

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

当
日
は
二
十
九
の
求
人
事

業
所
が
参
加
、
一
般
就
職

希
望
者
や
新
卒
予
定
者
延

べ
十
四
名
が
面
接
を
受
け

四
名
の
内
定
が
あ
っ
た
。

⑿
子
ど
も
た
ち
の
科
学
の

芽
を
育
て
る
育
て
る
こ
と

日
頃
、
負
担
が
か
か
る
経

理
作
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
効
率
ア
ッ
プ
に
活
用
で

き
る
会
計
ソ
フ
ト
と
補
助
金

の
内
容
を
説
明
し
ま
す
。
ま

た
、
電
子
帳
簿
保
存
法
や
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
新
制
度
へ

の
対
応
で
細
か
な
経
理
作
業

も
増
え
る
こ
と
か
ら
新
し
い

ツ
ー
ル
が
自
社
で
ど
の
よ
う

な
活
用
が
で
き
る
の
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
開
催
日

令
和
五
年
七
月
十
四
日
㈮

○
時
間　
十
三
時
三
十
分
～

十
五
時
三
十
分

○
場
所　
紀
州
有
田
商
工
会
議
所

○
定
員　
三
十
名

○
講
師　
ナ
レ
ッ
ジ
フ
ォ
ー

生
産
性
向
上
を
目
的
に
企

業
で
の
Ｄ
Ｘ
や
Ｉ
Ｔ
化
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
伴

い
、
情
報
流
出
や
ウ
イ
ル
ス

対
策
な
ど
、
社
内
で
の
ル
ー

ル
づ
く
り
や
決
め
事
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
本
講
習
会
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る

う
え
で
注
意
す
べ
き
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
講
演

い
た
だ
き
ま
す
。

○
開
催
日

令
和
五
年
七
月
十
九
日
㈬

○
時
間

十
四
時
～
十
五
時
三
十
分

当
商
工
会
議
所
で
は

二
〇
二
三
年
度
の
最
低
賃
金

審
議
に
あ
た
り
、
和
歌
山
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
へ
最
低

賃
金
に
関
す
る
要
望
を
提
出

し
た
。

要
望
内
容
に
つ
い
て
は
以

下
の
二
項
目
で
あ
る
。

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和
歌
山
県
知

財
総
合
支
援
窓
口
で
は
、
中

小
企
業
等
の
特
許
・
商
標
等

の
知
的
財
産
に
関
す
る
悩
み

や
課
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ

る
た
め
、
担
当
者
が
様
々
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
当
商
工
会
議
所
に

お
い
て
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
事
前
に
ご
予
約
の
上
お

越
し
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　
八
月
八
日
㈪

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時

当
商
工
会
議
所
で
は
、
事

業
者
の
資
金
繰
り
に
対
す
る

融
資
相
談
、
従
業
員
へ
の
賞

与
の
支
払
い
や
買
掛
金
な
ど

の
夏
季
資
金
が
必
要
な
方
の

た
め
の「
夏
季
金
融
相
談
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

〇
日
時

令
和
五
年
七
月
十
一
日
㈫

　

十
三
時
～
十
六
時

〇
場
所

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

会
議
室

〇
相
談
員

日
本
政
策
金
融
公
庫
（
国

民
生
活
事
業
）
融
資
担
当
者

☆
融
資
申
込
希
望
の
場
合
に

必
要
な
書
類
（
当
日
）

〈
個
人
の
方
〉

・
令
和
三
年
度
、
四
年
度
の

二
期
分
の
確
定
申
告
書
、

決
算
書

・
見
積
書

和
歌
山
県
で
は
、
県
内
事

業
者
が
自
社
の
デ
ジ
タ
ル
化

状
況
を
把
握
し
、
デ
ジ
タ
ル

化
や
企
業
変
革
の
必
要
性
を

認
識
す
る
こ
と
で
、
今
後
の

Ｄ
Ｘ
の
推
進
方
針
を
認
識
す

る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、

和
歌
山
県
と
し
て
県
内
事
業

者
に
対
し
、
デ
ジ
タ
ル
経
営

有
田
市
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト

「
第
四
十
一
回
紀
文
ま
つ
り
」

は
八
月
十
一
日
（
金
祝
）
に

開
催
す
る
。（
予
備
日
は
八

月
十
二
日
（
土
））

四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る

本
祭
り
は
で
は
、
毎
年
恒
例

の
花
火
が
夏
の
夜
空
を
彩
る

と
と
も
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

有
田
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
特
別

観
覧
席
の
ご
案
内

今
回
初
め
て
の
取
組
と
し

て
、「
有
田
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
」

を
通
行
止
め
と
し
、
橋
上
に

特
別
観
覧
席
を
設
置
し
ま
す
。

□
設
置
時
間

十
九
時
～
二
十
一
時

□
会
場
場
所

　

有
田
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

（
有
田
市
野
～
新
堂
地
内
）

□
座
席
に
つ
い
て

○
応
援
席
（
協
賛
）

四
二
回
、
延
べ
六
六
四
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。

⑺
第
二
十
一
期
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
い
て
、
任
期
満

了
に
伴
う
第
二
十
二
期
一

号
、
二
号
、
三
号
議
員
の

選
任
を
行
う
と
と
も
に
、

十
月
三
十
一
日
開
催
の
第

一
三
〇
回
臨
時
議
員
総
会

に
お
い
て
正
副
会
頭
を
は

じ
め
、
専
務
理
事
、
常
議

員
、
監
事
を
選
出
し
た
。

⑻
働
き
方
改
革
に
対
応
す

る
た
め
、
働
き
方
改
革
推

進
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力

を
得
て
、
第
二
十
八
回
労

働
安
全
衛
生
大
会
で
「
労

務
ト
レ
ン
ド
情
報
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

⑼
経
営
発
達
支
援
事
業
と
し

て
「
伴
走
型
小
規
模
事
業

者
支
援
推
進
事
業
」
を
実

施
。
新
た
な
需
要
開
拓
に

寄
与
す
る
二
事
業
を
実
施
。

①
バ
イ
ロ
―
カ
ル
事
業

新
た
な
需
要
開
拓
に
寄

与
す
る
事
業
と
し
て
「
バ

イ
ロ
ー
カ
ル
事
業
」
を
十

月
十
五
日
～
十
二
月
十
五

日
の
二
カ
月
間
開
催
。

一
〇
七
店
舗
が
参
加
し
、

地
元
の
お
店
を
知
っ
て
も

ら
い
、
地
元
の
お
店
で
買

い
物
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
参
加
店
舗
の
チ
ラ
シ

作
成
や
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
も

行
い
、
販
売
力
強
化
に
取

り
組
ん
だ
。

②
こ
だ
わ
り
逸
品
物
産
展

十
月
二
十
二
日
に
有
田

川
温
泉
鮎
茶
屋
で
開
催
。

物
産
展
事
業
で
は
フ
リ
ー

マ
ガ
ジ
ン
を
作
製
配
布
す

る
と
と
も
に
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
物
産
展
の
様
子

を
目
的
に
箕
島
中
学
校
教

室
を
借
り
て
、
有
田
市
少

年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
を
運

営
（
毎
月
第
二
、
第
四
日

曜
日
午
前
中
開
催
）。
年

間
二
十
一
回
教
室
を
開
催

し
、
金
づ
ち
や
ノ
コ
ギ
リ

等
の
工
具
を
使
っ
て
の
工

作
活
動
を
行
っ
た
。

⒀
行
政
と
の
連
携
を
密
に
す

る
と
共
に
、
県
内
各
商
工

会
議
所
が
求
め
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
や
施
策
を
要
望
す

る
た
め
。
和
歌
山
県
商
工

会
議
所
連
合
会
で
県
知
事

と
の
懇
談
会
を
開
催
（
十

月
十
三
日
）
し
、
活
発
な

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま

た
有
田
市
長
へ
の
要
望
や

有
田
市
産
業
振
興
課
、
有

田
振
興
局
企
画
産
業
課
と

の
懇
談
会
を
開
催
し
、
連

携
を
は
か
っ
た
。

⒁
意
見
要
望
活
動
と
し
て
、

和
歌
山
県
知
事
や
有
田
市

長
へ
の
要
望
に
加
え
、
県

内
選
出
国
会
議
員
に
「
令

和
五
年
度
税
制
改
正
」、

「
コ
ロ
ナ
対
策
、
価
格
転

嫁
、
国
土
強
靭
化
、
社
会

資
本
整
備
等
に
つ
い
て
」

の
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

以
上
、
主
な
事
業
を
記
載

し
ま
し
た
。
令
和
四
年
度
事

業
へ
の
ご
協
力
、
ご
支
援
に
対

し
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表　

藤
原 

敬
行 

氏

○
講
座
内
容

⑴
経
理
作
業
で
活
用
で
き
る

ツ
ー
ル
（
ク
ラ
ウ
ド
会
計
）

と
は
？

⑵
こ
ん
な
こ
と
ま
で
で
き
る
！
ク

ラ
ウ
ド
会
計
で
で
き
る
こ
と

⑶
小
規
模
事
業
所
向
け
ク
ラ
ウ

ド
会
計
ソ
フ
ト
の
一
挙
比
較

⑷
電
子
帳
簿
保
存
法
・
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応

⑸
補
助
対
象
拡
充
！
Ｉ
Ｔ
導

入
補
助
金
と
は
？

⑹
補
助
金
を
上
手
に
活
用
し

た
会
計
経
理
業
務
効
率
化

○
申
込

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

☎
〇
七
三
七-

八
三-

四
七
七
七

○
会
場　
紀
州
有
田
商
工
会
議
所

○
講
師

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ 

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

Ｌ
ａ
ｂ
ｏ

代
表　

奥
山
駿
介 

氏

○
講
習
内
容

・
デ
ジ
タ
ル
化
の
状
況

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
脅
威

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
脅
威

へ
の
対
策

・
社
内
で
の
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
進
め
方

○
受
講
無
料

○
申
込

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

☎
〇
七
三
七-

八
三-

四
七
七
七

一
．
法
の
定
め
る
三
要
素（
生

計
費
、
賃
金
、
支
払
い
能

力
）
に
基
づ
き
、
デ
ー
タ

に
よ
る
明
確
な
根
拠
の
下
、

納
得
感
あ
る
審
議
決
定
を

二
．
中
小
企
業
の
人
手
不
足

に
つ
な
が
る「
年
収
の
壁
」

問
題
の
解
消
を

三
十
分

〇
場
所

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

〇
相
談
員

　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和
歌
山
県
知

財
総
合
支
援
窓
口
担
当
者

〇
費
用
…
無
料

〇
予
約
・
問

　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和
歌
山
県
知

財
総
合
窓
口

☎
〇
七
三
‐
四
八
八
‐

三
二
五
六
ま
で
事
前
予
約

お
願
い
し
ま
す
。

　
（
設
備
資
金
の
場
合
）

〈
法
人
の
方
〉

・
会
社
の
登
記
簿
謄
本

　
（
初
め
て
の
方
）

・
直
前
二
期
分
の
申
告
書
、

決
算
書
、最
近
の
試
算
表
、

・
見
積
書

　
（
設
備
資
金
の
場
合
）

〇
申
込

ご
希
望
の
方
は
七
月
七
日

㈮
ま
で
に
商
工
会
議
所
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
先
着
順
）

☎
〇
七
三
七
‐
八
三
‐

四
七
七
七

診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

診
断
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
六
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
三
十
問
に
答
え

る
だ
け
で
、
自
社
の
デ
ジ
タ
ル

経
営
の
現
状
を
客
観
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

〇
診
断
時
間

　

約
十
分
（
目
安
）

〇
診
断
無
料

　

五
，
〇
〇
〇
円
／
席

○
一
般
席

　

五
，
〇
〇
〇
円
／
席

○
ペ
ア
シ
ー
ト
席

　

一
四
，
〇
〇
〇
円
／
組

○
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
付
き
ペ

ア
シ
ー
ト
席

　

二
〇
，
〇
〇
〇
円
／
組

○
家
族
席
（
大
人
）

　

三
，
〇
〇
〇
円
／
席

○
家
族
席
（
小
学
生
未
満
）

　

一
，
〇
〇
〇
円
／
席

□
サ
ー
ビ
ス

来
場
者
全
員
に
み
か
ん

ジ
ュ
レ
一
本
と
え
び
せ
ん
一

枚
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

□
申
込
方
法

「
イ
ー
プ
ラ
ス
」（https://

eplus.jp/

）
よ
り
チ
ケ
ッ
ト
購
入

□
申
込
期
間

七
月
二
十
一
日
㈮
ま
で

デ
ジ
タ
ル
化
で
備
え
て
お
く
べ
き

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
講
習
会

夏
季
金
融
相
談
会

わ
か
や
ま
デ
ジ
タ
ル
革
命

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
デ
ジ
タ
ル
経
営
診
断
』

第
四
十
一
回
紀
文
ま
つ
り

八
月
十
一
日
（
金
祝
）
開
催

商
標
・
特
許
・
意
匠
な
ど
知
財
相
談
会

～
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和
歌
山
県
知
財
総
合
支
援
窓
口
～

ま
し
た
。

僕
は
夢
中
で
手
足
を
動
か

し
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
か

さ
っ
き
の
タ
タ
ミ
を
つ
か
ん

で
い
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に

か
、
サ
イ
フ
を
落
と
し
て
い

ま
し
た
。
海
に
出
る
と
波
は

静
か
で
し
た
が
寒
く
て
、
眠

た
く
な
り
ま
し
た
。

海
を
泳
い
で
い
る
と
船
が

き
ま
し
た
。
僕
は
思
わ
ず
し

め
た
と
言
っ
て
手
を
た
た

き
、
一
生
懸
命
手
を
ふ
り
ま

し
た
。
船
は
僕
の
方
に
向
っ

て
進
ん
で
来
て
く
れ
、
船
に

救
い
上
げ
ら
れ
辰
ヶ
浜
に
着

き
ま
し
た
。

辰
ヶ
浜
の
人
は
親
切
に
し

て
く
れ
、昼
食
を
い
た
だ
き
、

お
ば
さ
ん
か
ら
キ
ャ
ラ
メ
ル

を
も
ら
い
親
切
に
し
て
く
れ

ま
し
た
。

水
害
で
忘
れ
ら
れ
な
い
の

は
、
友
だ
ち
の
坂
本
君
が
亡

く
な
っ
た
こ
と
で
す
。

～
祖
父
、
お
母
さ
ん
、
本
人

が
流
さ
れ
祖
父
を
失
う
～

写
真
・
有
田
市
教
育
委
員
会

所
蔵

提
供
・
有
田
市
文
化
協
会
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（2）

有
田
市
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

市
民
の
窓

日
常
的
に
マ
ス
ク
す
る
機

会
が
大
幅
に
減
っ
た
の
で
抑

圧
さ
れ
な
い
の
で
、
出
か
け

る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。
紫

陽
花
で
も
身
に
家
族
や
友
達

と
一
緒
に
行
き
た
い
で
す
。

（
港
町　

北
野
幸
子
さ
ん
）

◆

嶋
田
商
店
の
え
び
せ
ん
は

本
当
に
お
い
し
い
で
す
。
私

も
時
々
「
浜
の
う
た
せ
」
で

買
っ
て
、
遠
く
の
友
に
送
っ

て
は
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

（
千
田　

竹
中
佳
子
さ
ん
）

◆

藤
富
さ
ん
の
「
ク
ラ
ウ
ド

な
話
」
ダ
ム
巡
り
の
季
節
到

来
に
つ
い
て
、
二
川
ダ
ム
周

辺
の
美
し
い
山
の
景
色
と
放

流
の
景
色
を
再
確
認
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
糸
我
町　

伊
藤
敏
彦
さ
ん
）

◆

先
日
の
大
雨
で
床
下
浸
水
、

豪
雨
だ
っ
た
が
短
時
間
で
こ

れ
だ
け
“
自
然
の
力
”
は
こ

わ
い
で
す
ね
。

（
初
島
町
PN
：
パ
ン
ダ
さ
ん
）

◆

五
月
二
十
八
日
予
定
さ
れ
て

い
た
溝
掃
除
が
無
事
に
終
わ

り
、
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
、

気
持
ち
よ
く
な
り
ま
し
た
。

普
段
、
中
々
顔
を
合
わ
せ
る

こ
と
の
少
な
い
近
所
の
方
と

談
笑
し
な
が
ら
の
作
業
で
し

た
。

（
初
島
町　

中
田
恵
子
さ
ん
）

☆
七
月
三
日
…
正
副
会
頭
会

☆
七
月
三
日
…
中
心
市
街
地
活

性
化
検
討
会
議

☆
七
月
七
日
…
広
報
委
員
会

☆
七
月
九
日
…
少
年
少
女
発
明

ク
ラ
ブ
活
動
日

☆
七
月
十
六
日
…
常
議
員
会

☆
七
月
二
十
日
…
有
田
市
産
業

振
興
対
策
委
員
会

☆
七
月
二
十
三
日
…
少
女
発
明

ク
ラ
ブ
活
動
日

会
と
催
し

て
い
る
と
気
が
付
き
ま
し
た
。

と
て
も
驚
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
が「
分
水
界
」を
知
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。

分
水
界
と
は
、
水
が
異

な
る
川
に
流
れ
込
む
分
か
れ

目
の
こ
と
で
、
山
の
稜
線
に

沿
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

「
分
水
嶺
（
れ
い
）」
と
も
い

わ
れ
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
を
く

ぐ
っ
て
流
れ
が
変
わ
っ
た
の

は
、
分
水
界
を
越
え
て
違
う

川
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

そ
の
後
、
も
っ
と
分
水
界

を
調
べ
る
と
、
太
平
洋
側
と

日
本
海
側
の
境
目
を
「
中
央

分
水
界
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
中

央
分
水
界
は
山
の
上
だ
け
で

な
く
、
歩
い
て
行
け
る
ま
ち

中
に
も
あ
る
と
分
か
り
、
訪

れ
て
み
た
の
が「
水
分
れ（
み

わ
か
れ
）」
で
す
。
兵
庫
県

の
福
知
山
線
・
石
生
駅
の
近

く
に
あ
り
、
本
州
一
標
高
の

低
い
中
央
分
水
界
で
す
。
公

園
と
し
て
も
整
備
さ
れ
て
お

り
、
実
際
に
川
の
分
か
れ

目
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
雨

が
降
っ
て
い
た
の
で
、
同
じ

雨
で
も
違
う
海
域
に
流
れ
込

む
と
思
う
と
わ
く
わ
く
し
ま

し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
気
軽

私
が
大
学
生
の
頃
の
こ

と
。
鉄
道
で
旅
を
し
な
が
ら
、

優
雅
に
流
れ
る
川
を
車
窓
か

ら
眺
め
て
い
ま
し
た
。
初
め

は
水
が
列
車
の
後
ろ
の
方
に

向
か
っ
て
流
れ
て
い
ま
し
た

が
、
あ
る
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

る
と
流
れ
が
前
方
に
向
か
っ

に
見
ら
れ
る
中
央
分
水
界
が

あ
り
ま
す
。
長
野
県
の
小
海

線
・
野
辺
山
駅
付
近
で
は
、

Ｊ
Ｒ
最
高
標
高
地
点
が
ち
ょ

う
ど
中
央
分
水
界
に
な
り
ま

す
。
広
島
県
の
芸
備
線
・
向

原
駅
辺
り
に
は
、
水
が
分
か

れ
る
気
持
ち
を
表
し
た
「
泣

き
別
れ
」
と
名
付
け
ら
れ
た

境
も
あ
り
ま
す
。
山
形
県
の

陸
羽
東
線
・
堺
田
駅
は
中
央

分
水
界
の
そ
ば
に
あ
る
こ
と

で
、
ま
さ
に
駅
名
が
そ
の
意

味
を
表
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

中
央
分
水
界
は
、
水
の

流
れ
を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、

気
象
風
景
を
変
え
る
境
目
で

も
あ
り
ま
す
。
川
端
康
成

の
『
雪
国
』
の
冒
頭
「
国
境

の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る

と
雪
国
で
あ
っ
た
」
で
も
知

ら
れ
る
上
越
線
の
清
水
ト
ン

ネ
ル
は
、
利
根
川
と
信
濃
川

を
分
け
る
中
央
分
水
界
で
あ

る
谷
川
岳
を
貫
い
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
の
入

り
口
と
出
口
で
は
、
ま
っ
た

く
違
っ
た
風
景
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。
現
在
の
清
水
ト
ン
ネ

ル
は
、
東
京
方
面
の
上
り
線

の
み
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

残
念
な
が
ら
『
雪
国
』
の
よ

う
な
景
色
を
見
る
こ
と
は
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

同
じ
と
こ
ろ
に
降
っ
た

雨
が
、
わ
ず
か
に
ず
れ
る
だ

け
で
違
っ
た
川
に
流
れ
込
み
、

太
平
洋
と
日
本
海
に
分
か
れ

る
な
ん
て
、
ロ
マ
ン
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
お
近
く
の
分
水

界
を
探
し
て
み
て
、
一
度
訪

れ
て
み
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

・
・
・

気
象
予
報
士
兼
税
理
士

藤
富　

郷

◇
藤
富 
郷
／
ふ
じ
と
み
・
ご
う

気
象
予
報
士
、
税
理
士
。

埼
玉
県
三
郷
市
生
ま
れ
。
早

稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学
研

究
科
修
了
。
大
学
院
在
学
中

に
気
象
予
報
士
に
登
録
。
日

本
テ
レ
ビ
「
ス
ッ
キ
リ
」
に

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
出

演
し
な
が
ら
税
理
士
試
験
に

合
格
し
、
２
０
１
６
年
に
開

業
。
21
年
に
越
谷
税
務
署
長

表
彰
受
賞
。
趣
味
の
鉄
道
で

は
、
鉄
道
イ
ベ
ン
ト
出
演
や

時
刻
表
、
鉄
道
模
型
雑
誌
に

コ
ラ
ム
を
寄
稿
。
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
や
ダ
ム
に
も
造
詣
が

深
く
、“
複
業
”
と
し
て
得

意
を
組
み
合
わ
せ
て
幅
広
く

活
躍
中
。
地
元
の
「
三
郷
市

Ｐ
Ｒ
大
使
」
を
務
め
る
な
ど
、

地
域
と
の
関
わ
り
も
深
め
て

い
る
。

※
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

各
イ
ベ
ン
ト
参
加
費
無
料
、

事
前
申
込
み
不
要
で
す
。

◆
ア
リ
ッ
サ
の
お
は
な
し
か
い

（
乳
幼
児
～
就
園
前
く
ら
い
）

日
時
：
七
月
六
日
㈭

　
　
　

十
時
三
十
分
～

内
容
：
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

◆
水
曜
映
画
会
（
大
人
向
け
）

日
時
：
七
月
十
二
日
㈬

　
　
　

十
四
時
～

内
容
：「
決
戦
は
日
曜
日
」（
約

一
〇
五
分
）

定
員
：
四
十
名
程
度

◆
も
り
の
か
み
し
ば
い
屋
さ
ん

日
時
：
七
月
十
五
日
㈯
十
四
時
～

内
容
：
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

◆
有
田
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
さ
さ
や
き
」
の
お
は

な
し
会
（
子
ど
も
向
け
）

日
時
：
七
月
二
十
二
日
㈯
十

時
三
十
分
～

内
容
：
絵
本
や
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ

◆
こ
ど
も
え
い
が
か
い

日
時
：
七
月
二
十
三
日
㈰

　
　
　

十
三
時
三
十
分
～

内
容
：「
お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
」

（
約
九
十
分
）

◆
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
え
い
ご
で
お
は

な
し
会

日
時
：
七
月
二
十
七
日
㈭

　
　
　

十
四
時
～

内
容
：
歌
や
ゲ
ー
ム
、
読
み

聞
か
せ

対
象
：
ど
な
た
で
も

◆
あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
（
休

館
日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
）

九
時
三
十
分
～
十
二
時

　

七
月
六
日
・
十
三
日
・
二

十
日
・
二
十
七
日

◆
七
月
の
休
館
日

　

毎
週
火
曜
日
と
図
書
整
理
日

に
あ
た
る
七
月
三
十
一
日
㈪

　

七
月
三
十
一
日
㈪
と
八
月

一
日
㈫
は
連
日
休
館
と
な

り
ま
す
。

問
：
有
田
市
図
書
館　

☎
八
二
―
三
二
二
〇

気象予報士×税理士  藤富 郷の

「ロマンあふれる分水界」

クラウドな話

◎
応
募
要
項

◎
応
募
締
め
切
り
＝
七
月
十

日
（
消
印
有
効
）

◎
発
　
表
＝
八
月
号
で

◎
官
製
は
が
き
に
七
月
号
と

明
記
の
う
え
七
月
号
で
良

か
っ
た
記
事
・
感
想
・
市
内

の
ニ
ュ
ー
ス
等
と
答
え
を
書

い
て
下
さ
い
。
投
稿
い
た
だ

い
た
感
想
の
中
か
ら
趣
旨

を
変
え
な
い
範
囲
で
添
削

や
割
愛
し
て
「
市
民
の
窓
」

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
匿
名
希
望
も
可
）

◎
あ
て
先
＝

〒
６
４
９
―
０
３
９
８　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所　

『
商
工
ニ
ュ
ー
スパ

ズ
ル
係
』

◎
応
募
は
が
き
に
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢

を
は
っ
き
り
書
い
て
下
さ
い
。

◎
賞
　
品
＝
七
月
～
十
二
月

号
対
象
に
抽
選

◎
六
月
号
の
正
解
は
「
紫
陽

花
」
で
し
た
。

◎
一
月
～
六
月
号
対
象
に

抽
選
を
行
い
ま
し
た
結
果
、

伊
藤
萬
三
様
、
他
九
名
の

方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

A 貴 草 駅

裕 競

小 同 B

親 実

手 物 登

記 C

士 本 帳 馬 山

弁 荷 感 護 切

大 富 争

答 …
A B C

リ
ス
ト
か
ら
漢
字
を
選
び
、
空
い
た
マ
ス

を
埋
め
て
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
完
成
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

ひ
と
つ
の
文
字
は
１
回
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
Ａ
～
Ｃ
の
マ
ス
に
入
る
漢
字
で

で
き
る
三
字
熟
語
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

漢

詰
字

め
ク
ロ
ス

商
工
文
芸 

か
も
め
俳
句
会

「
二
〇
二
五
年
大
阪
・
関

西
万
博
」
開
催
ま
で
、
残
す

と
こ
ろ
二
年
を
切
り
ま
し
た
。

本
万
博
は
、
国
内
外
か
ら
の

来
場
者
約
二
，
八
〇
〇
万
人
、

経
済
波
及
効
果
約
二
兆
円
が

見
込
ま
れ
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
今
回
、
企
業
の
皆

さ
ま
を
対
象
に
、
万
博
の
最

新
動
向
と
企
業
参
加
方
法
な

ど
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
二

会
場
で
開
催
し
ま
す
。

○
和
歌
山
会
場

・
開
催
日
時

　

七
月
二
十
一
日
㈮

　

十
四
時
～
十
五
時
三
十
分

・
会
場

　

和
歌
山
県
民
文
化
会
館

　

三
階　

特
設
会
議
室

○
田
辺
会
場

・
開
催
日
時

　

八
月
八
日
㈫

　

十
四
時
～
十
五
時
三
十
分

・
会
場

和
歌
山
県
立
情
報
交
流
セ

ン
タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ
研
修
室

○
定
員　

各
会
場
一
〇
〇
名

○
概
要
（
予
定
）

令
和
五
年
十
月
か
ら
導
入

さ
れ
る
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
概
要
の
説
明
会
及
び

登
録
申
請
手
続
き
の
相
談
会

を
下
記
の
日
程
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

○
日
時

・
七
月
二
十
六
日
㈬
十
時
～

十
一
時

・
八
月
三
十
日
㈬
十
四
時
～

十
五
時

地
域
の
子
ど
も
会
活
動

や
行
事
が
楽
し
く
進
む
よ
う

に
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
大

人
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
す

る
リ
ー
ダ
ー
的
な
活
動
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

　

八
月
十
六
日
㈬

　

八
時
三
十
分
～
十
七
時
三
十
分

●
場
所

大
阪
府
立
青
少
年
海
洋
セ

ン
タ
ー

（
大
阪
府
泉
南
郡
岬
町
淡

輪
六
一
九
〇　

☎
〇
七
二

-

四
九
四

-

一
八
一
一
）

●
参
加
者

小
学
六
年
生
～
中
学
三
年

生
（
市
内
在
住
・
在
学
）
二

○
応
募
資
格
：
有
田
市
内

在
住
、
在
学
、
在
勤
の

方
、
及
び
有
田
市
内
の

文
芸
サ
ー
ク
ル
に
所
属

す
る
方

○
部
門
：
小
学
生
俳
句
の
部
、

小
学
生
短
歌
の
部
、
中
学

生
俳
句
の
部
、
中
学
生
短

歌
の
部
、
一
般
俳
句
の
部
、

一
般
短
歌
の
部

○
募
集
期
間
：
七
月
一
日
㈯

～
十
一
月
三
十
日
㈭
ま
で

○
応
募
要
領
：

・
小
学
生
及
び
中
学
生
の

部
は
一
人
一
作
品
。
一

般
の
部
は
一
人
二
作
品

以
内
。

　
（
一
人
に
つ
き
俳
句
と
短

歌
の
そ
れ
ぞ
れ
に
応
募
可
。

両
方
応
募
の
場
合
は
そ
れ

ぞ
れ
応
募
用
紙
を
作
成
す

「
令
和
五
年
和
歌
山
県
知

事
表
彰
」
和
歌
山
県
知
事
表

彰
が
五
月
三
十
日
に
開
催
さ

れ
た
。
当
商
工
会
議
所
か
ら

は
常
議
員
の
花
田
優
氏
が
受

賞
（
産
業
の
振
興
・
観
光
）

・
二
〇
二
五
年
大
阪
・
関
西

万
博
の
最
新
動
向
と
企
業

参
加
に
つ
い
て
（
仮
題
）

・
和
歌
山
県
の
取
組
に
つ
い
て

・
そ
の
他

○
参
加
申
込

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
申
込

み
下
さ
い
。

※
申
込
期
限
七
月
七
日
㈮

○
場
所　
湯
浅
納
税
協
会　

三
階
（
湯
浅
町
湯
浅
二
四

三
〇

-

七
七
）

○
定
員　
二
十
名（
先
着
順
・

電
話
予
約
要
）

○
問
合
せ
先

湯
浅
税
務
署　

法
人
課
税

部
門
☎
六
三

-

五
四
〇
六

十
人
程
度

●
内
容

・
人
間
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
チ
ー
ム
づ
く
り
と
緊
張

を
ほ
ぐ
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

・
海
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
カ

ヌ
ー
、
い
か
だ
に
乗
ろ

う
）
等

●
参
加
費　
二
，五
〇
〇
円

●
申
込

　

七
月
七
日
㈮
～
十
四
日
㈮

　

電
話
で
申
込
下
さ
い
。
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。
七
月
十
九
日
以
降

当
選
の
方
の
み
連
絡
し
ま
す
。

●
問
合
せ

　

有
田
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課

☎
二
二

-

三
七
六
三

る
こ
と
。）

・
題
は
自
由
。

・
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

作
品
に
限
る
。

・
応
募
は
専
用
の
応
募
用

紙
や
ハ
ガ
キ
等
に
、
応

募
す
る
部
門
・
作
品
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
必
ず
記
の
う
え
事

務
局
ま
で
直
接
持
参
、

郵
送
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
応
募
。

○
応
募
先
：
有
田
市
教
育
委

員
会　

文
化
振
興
係
（
八

時
三
十
分
～
十
七
時
十
五

分　

水
曜
休
館
）

〒
六
四
九

-

〇
三
〇
四

有
田
市
箕
島
二
七　

文
化

福
祉
セ
ン
タ
ー
内

☎
八
二

-

三
二
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
八
二

-

三
三
一
一

有
田
川
木
材
協
同
組
合

（
岩
橋
行
伸
理
事
長
）
で
は
、

有
和
中
学
校
（
現
：
箕
島
中

学
校
）
校
舎
建
設
に
あ
た
り
、

紀
州
材
の
使
用
に
つ
い
て
要

望
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

四
月
か
ら
利
用
が
始
ま
っ

て
い
る
校
舎
の
教
室
棟
と
体

育
館
棟
と
の
渡
り
廊
下
部
分

の
外
部
に
紀
州
材
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

有
和
中
学
校
へ
行
か
れ
た

際
は
、
是
非
、
注
目
し
て
見

て
く
だ
さ
い
。

さ
れ
ま
し
た
。

有
田
市
観
光
協
会
会
長
、
有

田
温
泉
協
会
会
長
を
長
き
に

わ
た
り
務
め
、
観
光
を
主
軸
と

し
有
田
地
域
の
振
興
に
多
大

な
貢
献
を
し
た
功
績
を
讃
え

て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

二
〇
二
五
大
阪
・
関
西
万
博

企
業
参
加
・
機
運
醸
成
セ
ミ
ナ
ー

有
田
市
民
会
館
イ
ベ
ン
ト
案
内

九
月
十
日
㈰

ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ

こ
ど
も
の
心
に
ひ
ろ
が
る
愛
と

友
情
の
物
語

・
日
時
…
九
月
十
日
㈰

開
場
十
四
時

開
演
十
四
時
三
十
分　

（
約
一
二
〇
分
）

・
チ
ケ
ッ
ト
…
七
月
八
日
㈯

九
時
～　

販
売
開
始

【
全
席
指
定
】　 

一
般
…
前
売
一
，〇
〇
〇
円

（
当
日
一
，三
〇
〇
円
）

　

高
校
生
以
下
…
前
売
五
〇
〇

円
（
当
日
八
〇
〇
円
）

※
〇
歳
か
ら
入
場
可
未
就
学
児

は
膝
上
に
限
り
鑑
賞
無
料
。

十
月一日
㈰

第
五
回 

大
阪
交
響
楽
団
特
別
演
奏
会

紀
文
ホ
ー
ル
名
曲
セ
レ
ク
ション

・
日
時
…
十
月
一
日
（
日
）

開
場
十
四
時
三
十
分　

開

演
十
五
時（
約
一
二
〇
分
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
／
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
第
3
番　

ニ
短
調　

作
品
30
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

ー
／
交
響
曲
第
5
番　

ホ
短

調　

作
品
64　

ほ
か

・
出
演
…
髙
橋
直
史
（
指

揮
）、太
田
糸
音（
ピ
ア
ノ
）

・
チ
ケ
ッ
ト
…
七
月
十
五
日

（
土
）
九
時
～　

販
売
開
始

【
全
席
指
定
】
※
未
就
学
児
の

入
場
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

前
売
…
一
般
二
，
〇
〇
〇
円

（
当
日
二
，
五
〇
〇
円
）
高

校
生
八
〇
〇
円
（
当
日

一
，
〇
〇
〇
円
）
小
中
学
生

五
〇
〇
円（
当
日
八
〇
〇
円
）

共
催
：
公
益
財
団
法
人 

日

本
交
響
楽
振
興
財
団

※
こ
の
演
奏
会
は
、
競
輪
の

補
助
を
受
け
て
開
催
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
中
！

・
八
月
六
日
（
日
）
十
四
時

開
演
（
約
一
二
〇
分
）

宝
く
じ
文
化
公
演

千せ
ん

住じ
ゅ
真ま
理り
子こwith

延の
ぶ

原は
ら

武た
け

春は
る

テ
レ
マ
ン
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

～
心
癒
さ
れ
る
瞬と

き間
を
～

【
全
席
指
定
】

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

前
売
…
一
般
二
，〇
〇
〇
円

（
当
日
二
，五
〇
〇
円
）高

校
生
以
下
…
一
，〇
〇
〇
円

（
当
日
一
，五
〇
〇
円
）

入
場
整
理
券
配
布
中
！

・
七
月
九
日
（
日
）
十
四
時

開
演
（
約
九
十
分
）

や
な
せ
な
な
ト
ー
ク
＆
コ

ン
サ
ー
ト
『
い
の
ち
と
心
を

伝
え
る
愛
の
う
た
』

【
全
席
自
由
】
入
場
無
料
（
要

整
理
券
）

「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・
登
録

申
請
手
続
き
の
相
談
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

～
湯
浅
税
務
署
～

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
参
加
者
募
集

～
有
田
市
教
育
委
員
会
～

第
十
八
回 

有
田
市
文
芸
大
会 

作
品
募
集

有
和
中
学
校
校
舎
に

紀
州
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す

～
有
田
川
木
材
協
同
組
合
～

令
和
五
年 

県
知
事
表
彰

花
田
優
氏
が
受
賞

筍
を
貰
ひ
て
メ
ニ
ュ
ー
変
へ
に
け
り

岩
田　

紀
子

蔵
掃
除
父
の
残
せ
し
登
山
杖

綛
田
司
津
子

こ
ろ
ん
で
は
泣
い
て
パ
パ
呼
ぶ
夏
木
立

綛
田　

隆
信

人
知
れ
ず
踏
ま
れ
て
お
り
し
松
落
葉

山
東
は
る
代

夫
の
留
守
煮
物
残
り
と
冷
麦
を

嶋
田　

裕
子

里
人
を
護
る
野
地
蔵
花
み
か
ん

西
田　

嘉
子

五
月
晴
ふ
と
口
に
出
る
春
夫
の
詩畑

中　

敏
子

一
輪
の
南
瓜
の
花
や
園
庭
に

三
浦　

郁
美

旧
友
と
会
へ
る
喜
び
夏
の
朝

三
浦　

篷
子

▼
五
月
八
日
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
五
類
と

な
っ
て
、
長
い
間
続
い
た

コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
が
勤
務
し
て
い
る
紀
陽

銀
行
で
も
、
感
染
対
策
で

マ
ス
ク
の
着
用
は
当
然
の

ひ
と
こ
と

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、

有
田
市
箕
島
駅
前
通
り
に

あ
る
美
容
室
「BEYOND 

BEAUTY ANTENNA

（
ア

ン
テ
ナ
）」
さ
ん
。

東
京
青
山
で
腕
を
磨
い
た

オ
ー
ナ
ー
の
大
峯
さ
ん
が
地

元
有
田
市
に
お
店
を
構
え
て

今
年
で
17
周
年
に
な
り
ま

す
。ア

ン
テ
ナ
さ
ん
が
髪
を
通

BEYOND
BEAUTY
ANTENNA

代表者	 大峯 茂裕
	 有田市箕島876-2
電　話	 0737-82-5822

じ
て
お
客
さ
ん
に
お
届
け
す

る
の
は
『
私
ら
し
さ
』
で
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
美
容
室
で

オ
ー
ダ
ー
通
り
に
切
っ
て
も

ら
っ
た
の
に
何
だ
か
自
分
に

は
似
合
わ
な
い
と
い
っ
た
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

人
に
よ
っ
て
、
顔
や
頭
の

形
、
目
、
鼻
、
口
等
の
顔
の

パ
ー
ツ
の
バ
ラ
ン
ス
は
違

い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
似
合
う
ス

タ
イ
ル
が
あ
る
と
い
い
ま

す
。
ア
ン
テ
ナ
さ
ん
で
は
、

様
々
な
髪
の
悩
み
、
こ
だ
わ

り
に
も
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

独
自
の
造
形
美
理
論
「
ボ
ー

ン
＆
フ
ォ
ル
ム
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
」
を
基
に
、
流
行
り
の
髪

型
で
は
な
く
、
私
だ
か
ら
似

合
う
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
提
案

し
て
く
れ
ま
す
。

「
一
方
的
で
な
く
、
お
客

さ
ん
と
美
容
師
の
送
受
信
の

関
係
を
築
く
」
店
名
の
「
ア

ン
テ
ナ
」
に
は
そ
ん
な
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ス
タ
イ
リ
ン
グ
が
終
わ

り
、鏡
を
見
て
笑
顔
に
な
る
、

そ
の
笑
顔
の
た
め
に
お
客
様

の
暮
ら
し
や
人
生
ま
で
深
く

寄
り
添
え
ら
れ
る
美
容
院
で

あ
り
た
い
」
と
、
大
峯
さ
ん

は
お
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
ン
テ
ナ
さ
ん
で
は
、
ヘ

ア
メ
ニ
ュ
ー
の
他
、
写
真
撮

影
プ
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
も
好

評
で
す
。
実
は
、
大
峯
さ
ん

は
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
で
も

あ
る
ん
で
す
。
企
業
か
ら
の

撮
影
依
頼
や
、
講
師
と
し
て

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な

ど
、
そ
の
写
真
技
術
は
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
成
人
式
・

結
婚
式
・
七
五
三
・
卒
業
式
・

家
族
写
真
・
遺
影
用
写
真
と

い
っ
た
様
々
な
シ
ー
ン
を
は

じ
め
、
こ
ん
な
写
真
が
撮
り

た
い
と
い
う
個
別
の
要
望
に

も
応
え
て
く
れ
ま
す
。

ヘ
ア
メ
イ
ク
も
着
付
け
も

お
任
せ
あ
れ
。
思
い
出
の
記

録
を
よ
り
美
し
く
残
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

撮
影
し
た
写
真
の
一
部

は
、
ア
ン
テ
ナ
さ
ん
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◇
営
業
時
間
　

平
日
九
時
～
十
九
時
／

土
・
日
・
祝
九
時
～
十
八

時
◇
定 

休 

日

毎
週
月
曜
・
第
一
日
曜
・

第
三
日
曜

職
員
が
行
く

取
材
：
夏
目

№36

こ
と
、
窓
口
に
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
歓

送
迎
会
な
ど
の
飲
み
会
が

中
止
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

家
族
や
親
類
と
の
外
食
も

四
人
以
内
に
制
限
さ
れ
る

な
ど
、
非
常
に
窮
屈
な
生

活
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

▼
五
月
か
ら
感
染
対
策
は

現
場
に
任
せ
て
く
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
、
満
を

持
し
て
窓
口
の
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
外
し
、
お

客
さ
ま
と
会
話
し
や
す

い
環
境
に
戻
そ
う
と
し
た

の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
感

染
が
心
配
な
よ
う
で
、
予

想
外
の
反
対
を
受
け
た
の

で
、
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま

に
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
マ
ス
ク
の
着
用
も
任

意
と
し
ま
し
た
が
、
ひ
と

月
経
っ
た
今
で
も
、
箕
島

支
店
で
マ
ス
ク
を
し
て
い

な
い
の
は
私
だ
け
で
、
銀

行
に
来
て
い
た
だ
い
た

ら
、
す
ぐ
に
私
と
分
か
る

よ
う
な
感
じ
で
す
。
付
け

始
め
た
頃
は
あ
れ
ほ
ど
息

苦
し
く
感
じ
た
マ
ス
ク
も
、

い
っ
た
ん
慣
れ
て
し
ま
う

と
、
逆
に
外
す
こ
と
に
違

和
感
を
感
じ
て
し
ま
う
方

も
多
い
な
ん
て
、
本
当
に

慣
れ
と
は
不
思
議
な
も
の

で
す
ね
。

▼
最
近
ま
た
支
店
内
で
コ
ロ

ナ
に
か
か
る
行
員
が
増
え

て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

一
日
で
も
早
く
心
か
ら
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
日
が
来

る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で

す
。

（
中
筋
）

「有田市
アンテナ」

で検索

ス
マ
ホ
見
て
誰
も
無
言
の
冷
房
車冨

永 

和
美

共
感
の
一
句

冷
房
は
好
晴
の
五
月
や
過
ご
し
易
い
十
月
の
気

候
を
保
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
車
内
で
誰
も
彼
も
、

ス
マ
ホ
操
作
で
情
報
収
集
に
夢
中
で
あ
る
。

一
昔
前
な
ら
顔
を
合
し
た
ら
世
間
話
に
花
が
咲

い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
今
は
無
言
だ
け
が
ス

マ
ホ
時
代
の
到
来
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
編
集
委
員
　
綛
田
隆
信


